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した。それで環境ホルモン施設（現 5 号館）の 2 階の研究室に伺い、かくかくしかじか
お話しさせていただいたところ、「アフリカ⼈を教えたことあるよ〜」と⾔っていただき、
「この研究室に⼊ります！」とその場で宣⾔。でも、先⽣のご専⾨や研究室のテーマが
何か全く調べてこなかったことに気づき、「前後しますが…この研究室は何の研究をし
ているのですか？」とお聞きしたのでした。今から考えると、とても失礼なことをして
しまったなぁと思いますが、そんな状況でも、当時の髙⼭先⽣は優しく受け⼊れてくだ
さいました。こんな形でスタートした研究⽣活や研究分野が私⾃⾝の⽣業になるとは、
この時は夢にも思っていませんでした。 
 研究室での⽣活は、髙⼭先⽣を筆頭に、実に個性的な先輩や後輩に囲まれており、部
活やサークルのように楽しいものでした。「ゼミは⾦曜⽇の午後、それ以外のコアタイム
は⼀切無し。趣味推奨。」と⼀⾒ゆる〜い感じに思えますが、研究は全員「個⼈戦（＝各
⼈が個⼈の研究テーマを持つスタイル）」でしたので、⾃分で能動的に進ませなければ卒
業できない厳しいシステムでした。しかし髙⼭先⽣は、各学⽣の性格を⾒抜き、的確な
（＝その学⽣がハマる）研究テーマを与えてくださるので、最終的には皆楽しんでそれ
ぞれの研究に向き合っていました。 
 研究室のメンバーは普段ずっと⼀緒にいるわけではないのですが、皆本当に仲が良く、
沢⼭の会話が交わされていた印象があります。私が研究室に⼊った頃はお酒好きなメン
バーが多かったこともあり、⾦曜⽇のゼミの後はほぼ毎週のように飲み会でした。そう
いうところも含めて、髙⼭先⽣の考えるサイエンスや哲学（& 美味しいお酒や⾷べ物、
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ご趣味のスキーや陶芸 etc. ）を⽇頃からお聞きし、また先輩・後輩とも真に親しくな
り、髙⼭研究室は私にとって「第⼆の家族（＝髙⼭ファミリー）」となっていました。そ
う感じていた学⽣は他にも多くいると思います。このようなアットホームな雰囲気の中
で、私たちはすくすくと「研究者ダマシイ」を育むことができました。社会⼈になって
からもそれを活⽤し⼤成している卒業⽣が多くいることも、髙⼭ファミリーの特徴と⾔
えるでしょう。 
 私⾃⾝も髙⼭ファミリーにすっかりハマり、研究者としての道を歩むことになりまし
た。しかし、まさか！研究室を引き継ぐことになるなんて想像もしていませんでしたが、
本当に光栄なことです  先⽣と同じようには出来ませんが、私流のアレンジを加えて、
髙⼭ファミリーの思想を斬新な形で（笑）継承していきたいと思います！乞うご期待  
 髙⼭先⽣には研究のアレコレはもちろんのこと、「⼈⽣を如何に楽しむか」ということ
を教えていただいたことに⼀番感謝しています。これまで沢⼭お世話になりました。そ
してこれからも、よろしくお願いいたします！ 
 
 
「髙山ファミリー」懐かしの一コマ。2005 年の質量分析総合討論会（大宮）にて。 
左から髙山光男先生、西風隆司先輩（D1）、霜島雅明先輩（M2）、関本奏子（M1）。 
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